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１．本調査の目的 

神戸市（以下「本市」という。）の下水道事業は、1951 年の事業着手以来、計画的に施設

整備を進めてきた結果、下水道人口普及率は 98.7％に達し、市民の生活環境の改善や公共

用水域の水質保全に重要な役割を果たしてきました。 

一方で、近年は全国的に、老朽化した下水道管路施設に起因する道路陥没事故や自然災害

によるインフラ被害が発生しており、下水道施設の安全性及び強靱性の確保がこれまで以

上に求められています。また、人口減少や職員数の減少、施設の老朽化、自然災害の激甚化

などに対応しながら、持続可能な下水道事業を運営していくことが課題となっています。 

こうした状況を踏まえ、本市では、将来にわたり安全・安心な下水道サービスを提供し続

けるため、民間事業者の技術力やノウハウを活用した下水道管路施設等の包括的民間委託

の導入可能性を検討しています。 

このたび、民間事業者の皆様の参入意向や事業内容に対するご意見、ご提案を把握するた

め、アンケート調査及び対話によるサウンディング型市場調査を実施します。 

 

２．本調査の実施方法 

・ アンケート調査 

参加申込者にアンケート調査票及び条件書をメールで配布します。 

・ 対話型調査 

 アンケートの回答内容を踏まえ、必要に応じて個別ヒアリングを実施します。全ての

参加者にヒアリングを行うわけではありませんので予めご了承ください。 

 

３．調査対象施設 

次の施設を対象として、包括的民間委託の導入可能性に関する調査を実施します。 

・公共下水道管路施設（本管、マンホール、ます・取付管） 

・農業集落排水施設管路施設 

  ※マンホールポンプにおける機電施設は除きます。 

 

４．調査対象項目 

主に次の項目を対象に調査を行います。 

・ 契約期間 

・ 業務範囲 

・ 統括責任者（業務責任者）の資格要件 

・ リスク分担 

・ 支払い方法 

・ 包括発注による効果 

・ その他事業内容に関する提案 



  

５．調査スケジュール 

 

本調査の流れ 

 

６．調査結果の公表方法 

 ホームページで概要を公表します。公表にあたっては、事前に各質問者に内容の確認

を行う場合があります。調査の目的から逸脱していると考えられるもの、類似の内容等

については、回答内容を調整します。 

 

７．参加申込方法 

 （１）申込書類 

 様式１「参加申込書」 

（２）申込期間 

2026 年 10 月 26 日（月）から 2026 年 11 月 6 日（金）午後５時まで 

（３）申込方法 

 問い合わせ先のメールアドレスあて送付してください。 

 

８．留意事項 

（１）ヒアリングへの参加及びヒアリング内容の取扱い 

・ 参加事業者の名称は公表しません。 

・ 本調査で知り得た情報は守秘義務の対象として、第三者に対して開示しないでく

ださい。 
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・ 本調査回答の内容は、今後本市による事業検討などに活用しますが、事業化を約束

するものではありません。 

・ 本調査への参加有無又は提案内容により、今後の公募において参加者が有利又は

不利となるものではありません。 

・ 提出書類等は神戸市情報公開条例に基づき、非公開情報（個人情報、法人の正当 な

利益を害する情報等）を除き、情報公開の対象となります。 

・ 本調査において本書及び参加申込者に配布する資料は現時点での想定であり、今

後の検討や本調査の結果を踏まえ、変更する場合があります。 

（２）費用等 

・ 本調査の参加に要する費用は参加事業者の負担とします。 

（３）その他 

・ 参加者は反社会的勢力に該当しないこと、関係を有しないことを要します。 

 

９．問い合わせ先 

本調査の内容に関すること（申込、提出等）は以下にご連絡ください。 

   神戸市建設局下水道部管路課 管路担当 

   メール kanro@city.kobe.lg.jp 
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